
人材育成 「産から積極的に学へ人材を派遣」

学-産の人的繋がりと研究環境整備が始動

出展：日経BP

客員教授による
学生の研究指導

社会人Drによる
指導

テーマ実務者会合の様子
各社・団体委員＋学の研究実施者が
一堂に会し活発な議論を展開
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ディーゼル後処理技術高度化研究
最終報告会での学生の発表

ディーゼル後処理技術高度化研究
最終報告会での学生の発表

20

昼食時の懇親会にて
参加者120名(研究に従事する学生、先生方、評価委員の先生方、企業メンバー)

AICEベストプレゼンター

AICEベストプレゼンター



研究テーマ

ディーゼル後
処理技術高
度化研究

1.DPF内部現象解明応用
研究

2.DPF再生技術高度化基
礎研究

3.DPF機能高度化基礎研
究

4.革新的NOx低減触媒基
礎研究

5.白煙抑制技術基礎研究

6.EGRデポジット抑制技術
基礎研究

ベンチ
マーク

1.海外OEM量産車，エン
ジンのベンチマーク試験

AICE 2014年度研究成果概要AICE 2014年度研究成果概要 21

2014年度成果に対しての各社評価は概ね十分以上のレベルを達成



各AICE組合員役員の意見各AICE組合員役員の意見

’14年度末に、初年度終了にあたり各AICE組合員の役員の皆様に集まって頂
き、AICE事業のステータスと現事業の有効性やその長期的な方向性に関する意
見交換を行い、いずれもポジティブなご意見や高い評価を多く頂いた。
一方、更なる活性化に向けて、“日本の独自性”としての特徴づけの考え方や将
来的なメンバーシップの在り方など検討すべき課題も共有し、継続検討してゆくここ
とを確認した。

22



23

経産省からの高い評価と自動車産業に留まらないモデルケースとしての期待



プロジェクト研究成果発表計画プロジェクト研究成果発表計画 24

産業ニーズと学術貢献を両立した研究活動を推進

全プロジェクトで2014～2016の
発表計画を検討し、研究機関か
ら６１件の提案あり
・自技会・SAE
・触媒学会・石油学会

2015年JSAE春季学術講演会
では、排気触媒システム部門委
員会（委員長：飯田先生）の
ｵｰｶﾞﾅｲｽﾞﾄﾞｾｯｼｮﾝにて本格的
(７件）に活動開始



JSTとの連携協定に基づく研究の支援JSTとの連携協定に基づく研究の支援 25

http://www.jst.go.jp/pr/announce/20150130/



産の支援の具体事例産の支援の具体事例 26

‘14年度にSIP革新燃焼研究実働に向けたハード・ソフトの基盤構築を連携して推進

研究の計画づくり ニーズの発信

試験標準エンジン仕様設定、研究設備検討と導入、対応人材の派遣

研究推進管理と情報共有先行検討制御モデル提供
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AICE将来ビジョンAICE将来ビジョン

5年後 10年後

産

学

官

研

現在

連携の価値
課題を共有
AICE 設立

日本の特徴を
活かした

連携モデル確立

技術で世界を
リーディング

技術競争を喚起

産との緊密な連携
研究に着手

課題の共有と
サポートの開始

研究・技術
・人材の活性化・
流動化

価値の高い研究
で内外の研・学が
競争/共創

エネルギー・産業競争力等
諸課題への継続的戦略連携

ニーズ

シーズ

人人
人

人
人

技技
技

技
技
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協調ニーズと、テーマ選定のプロセス協調ニーズと、テーマ選定のプロセス 30

産・産連携⇒ニーズ集約

ブラインド集約
共有情報・共通課題

共通取組み課題候補
に対する各組合員スタンス

テーマ候補絞込み
⇒概要研究計画策定

実施テーマ絞込み

産の困り事
共有・明確化

集約担当者：OEM以外の第
三者機関であるJARI or AIST

絞り込みの方法：
課題候補に対して各社スタン
スのブラインド集約結果から
複数社の実施希望があった
テーマを選定提示

絞り込みの方法：
テーマ候補に対して各社
参加可否のブラインド集
約結果から全社参加希
望のテーマを選定

賛助会員の方々にもご参加頂き広く業界ニーズとして集約

強いニーズ



ニーズ発信と研究パートナー作り (検討中)ニーズ発信と研究パートナー作り (検討中) 31

• 現状 研究可能なパートナーを探し、丁寧に説明をし、共同研究を受けて頂いています。
• 将来 公募的な方法でニーズを発信し、研究提案をして頂く形を目指しています。

＜現状の課題＞
企業協調ニーズの粒度 ＞＞ 大学の研究の粒度

お互いが研究パートナーとなるためには、まだまだ丁寧な
コミュニケーションが必要。

システム

部品C

部品A

サブシステム

解決したい現象

部品D

部品E
化学反応2-1

化学反応2-2

現象1

部品B
制御 未知反応2-3

化学現象2

未知現象3

流体現象1-2

化学反応1-2

材料

形状

イメージ図

ﾓﾃﾞﾙ



人材面での大学への期待人材面での大学への期待 32

◆研究パートナーとして

持続的な研究投資先として、研究室には安定した専門研究能力が維持され
ることを期待。

◆企業のエンジン開発の人材として

大学での内燃機関に関する研究が活性化され、内燃機関の基礎・応用知識
を備えた優秀な人材が多く継続的に輩出されることを期待。

◆企業の専門研究を担う人材として (Dr人材)

実用的な課題解決の能力を持ちながら、サイエンスを使いこなす成果視点の
高い人材を期待。
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まとめまとめ 34

1. 2014年4月にAICE発足．産学官が連携した取り組みにより，国内自動車
メーカ共通課題の解決に向けた研究が加速．AICEの２つの理念実現に向けた
成果が着実に出始めている．

2. SIP革新燃焼研究において4つのテーマ領域で産のニーズの発信や研究実施に
向けた様々な準備活動を産学官が連携して精力的に推進し，本年度からの本
格的な研究実施の体制を整えることができた．

3. 一方，産学間のニーズ・シーズの理解とマッチングには更なる努力が必要．産の
求めるのもと学の研究内容の“粒度”の違いを丁寧にすり合わせする必要がある．

4. 自動車産業の内燃機関研究開発を支える優秀な人材と高い研究成果創出を
実現するためには，産学官連携による研究スキームの維持，強化とともに産学
間の“人“・“技術“の橋渡しを行う研究機関の存在も重要．”日本流”の産学連
携のエコシステム構築に向け相互の努力が必要不可欠．



35

以上


